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１．はじめに 

 現行の学習指導要領で、新聞活用が初めて明確に位置付けられた。また、先般公示

された新学習指導要領においても、校種や学年を問わず広く教育活動のなかで新聞を

活用することが謳われている。とりわけ総則において情報活用能力や言語能力があら

ゆる教科を通じて必要な力であると位置付けられたことから、これまでＮＩＥを通し

て取り組まれてきた「主体的・対話的で深い学び」をより一層推し進めることの重要

性をあらためて認識させられることとなった。 

 では、わが校の実践状況はどうであろうか。そう自問してみたところで、実践はお

ろか認識さえ十分になされていないことに気付かされた。情けないかぎりである。し

かし嘆いていてもはじまらない。先ず隗より始めよ、と言うではないか。 

お恥ずかしい話ながら、これがＮＩＥ実践指定校に手を挙げた正直な理由である。 

 

２．実践テーマ 

 「新聞で教室を社会とつなげよう！」をテーマに、全校で、しかしながら気負わず

に、様々な場面で紙面を活用させていただく機会を増やしていくことを目指した。 

 情報や知識の習得はもとより、「読む力」、「考える力」、「話し合う力」、「判断する力」、

「表現する力」などを養うことに新聞が如何に力を発揮することが出来るのかを大人

も子どもも実感できれば、実践指定が終了し、新指導要領に移行する頃に成果が表れ

るものと期待してのことだ。 

 

３．実践の概要 

 ①実践の準備 

   前項で「告白」した通りの状況であったので、校内で「ＮＩＥに取り組む！」

と宣言した際に、「それは一体なんぞや？」という反応が返ってきたのは言うまで

もないことであった。ならば、百聞は一見に如かずというわけで、スタート直前

の 2 月に、地元兵庫と大阪で行われた実践発表会へ各教科の有志を募って参加す

ることからはじめた。それぞれ、教員主体の発表と生徒主体の発表であったこと

から、取り組ませる側と取り組む側双方の声を聴けて非常に有意義であった。 

   なお、実践発表会へはその後も断続的に参加しており、６月の兵庫、８月の全

国、２月の兵庫で各校の意欲的な取り組みから大いに刺激を受けている。 

 



 ②実践の開始 

   新聞各紙の年間購読計画を定めるにあたり、一般紙のほかに英字紙と経済紙を

入れることで英語科や社会科（公民科）の専門的な利用に供することを目指した。

また、地元紙には自らが報じられる機会に活用されることを期待することとした。 

購読紙 購読月 

朝日新聞 ５・６・７・８月 

産経新聞 ５・６・７・８月 

The Japan News ５・７・９・11 月 

毎日新聞 ９・10・11・12 月 

日本経済新聞 ９・10・11・12 月 

神戸新聞 12・１・２・３月 

 ③閲覧コーナーの設置 

   新聞立てを購入し、食堂内に閲覧コーナーを設けた。 

   ところで、日数が経過した新聞は、当初は古紙回収にまわしていたが、新聞を

購読していない家庭があることから、生徒の持ち帰りを可としてリサイクルの前

にリユースをはかることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （食堂内の新聞閲覧コーナー） 

 ④授業内の取り組み 

   社会科を中心に、各教員が記事を授業で取り上げるなどしたほか、夏休みの課

題の自由研究、後述のコンクールへの応募、定期考査への紙面からの出題などで

新聞活用を進めた。 

   また、校内の研究授業の際に、高校の日本史で、戦前の新聞を用いた授業実践

を行ったのはこれまでにない挑戦であった。 

   一方、高校の現代社会や時事研究では、これまで同様『ニュース検定公式テキ

スト＆問題集』（毎日新聞出版）を用いて新聞をより深く読み込む授業実践を続け

た。 

 ⑤コンクールへの応募 



   下記のコンクールへの応募を高校の現代社会の選択課題の一つとした。 

    「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催） 

    「ひょうご新聞感想文コンクール」（神戸新聞社主催） 

 ⑥紙面への投稿・掲載 

   下記の紙面への投稿に中学の国語や高校の現代社会演習で取り組み、たびたび

掲載していただいた。また、掲載紙面は投稿者の在籍する学年の各教室や校内の

掲示板に掲出するなどしたほか、授業で教材として利用させていただいた。 

    「練習手帳」（読売中高生新聞） 

    「声」（朝日新聞） 

    「発言」（神戸新聞）他 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（投稿掲載紙面『読売中高生新聞～練習手帳～』 

左：2017.8.4 号、右：2017.7.7 号） 

 ⑦取材を受けた紙面の授業等での活用 



   高校の時事研究で取り組んでいる「テーブル・フォー・ツー」、同じくキャリア

教育で取り組んでいる「神戸メロンパンご当地フード化計画」は、いずれも各種

メディアの取材を受けており、新聞紙面にもたびたび掲載していただいているこ

とから、記事掲載紙面を授業で活用することで取り組みそのものの方向性を確か

めたり、発奮の材料にしたりしている。生徒にとってこれほど活きた紙面活用の

方法はないと自負してもいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取材を受けた紙面を掲出した校内掲示板） 

 

４．２年目に向けて  

 ＮＩＥを地に足の着いた、息の長い取り組みにすること。そして学習指導要領が目

指す新しい時代を生き抜く力を備えた生徒を育てることへとつなげること。――これが

実践指定校の間に為すべき課題だと考えている。  

 ただし、現実がそう甘くないことは百も承知の上だ。何せ「オールドメディア」に

分類される新聞を定期購読しない家庭は、生徒のみならず教員にも拡がっているのだ

から。  

 新聞の担っている「社会の公器」としての役割を説きながら、地道にＮＩＥに取り

組み続けることを誓って、ペンを置くこととしたい。  

 

 


